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平成 16 年ズワイガニ太平洋北部系群の資源評価 
 

責任担当水研：東北区水産研究所（伊藤正木、服部 努、成松庸二、上野康弘、上田裕司） 
参画機関：青森県水産総合研究センター、岩手県水産技術センター、宮城県水産研究開発

センター、福島県水産試験場、茨城県水産試験場 
 

要   約 
2003 年 10～11 月に青森県～茨城県沖の水深 150～900m で着底トロールによる調査を

行い、面積－密度法により資源量を推定した。漁獲対象サイズの資源量は 9,758 千尾、1,889
トンで、尾数、重量ともに2002年とほぼ同じ値となった。2003年漁期の雄の加入量は3,573
千尾で過去最高値、2004 年も同レベルと考えられる。雌では、2003 年の加入量は多いが

2004 年は減少すると考えられる。2005 年の加入量推定値は雌雄ともに高い値で 2003 年

以降 2005 年までの加入は良好であると考えられる。 
2003 年の資源水準は中位で、資源量推定値は変動しつつ横這い、また再近年の CPUE

も安定していることから横ばい傾向と判断した。 
雌ガニの資源量を現状の水準に維持し、全体の資源量を減少させないことを管理目標と

し、ＡＢＣ算定のための基本規則１－３）－（２）に基づき、Ｆlimit=Fave 3-yr×β1、
Ftarget=Flimit×αとし、β1＝１、α＝0.7 として ABC を算出した。 

 
 2005 年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 

ABClimit 410 トン Ｆave 3-yr 0.12 10.7％ 
ABCtarget 280 トン 0.7Ｆlimit 0.08 7.3％ 

Ｆ値は完全加入年齢（漁獲対象資源）における値。 
ＡＢＣは 10 トン未満を四捨五入した値。 
 
管理の考え方 管理基準 2005 年漁獲量 評   価 

現状の成熟雌ガニ量を

維持して資源の維持を

図る。 

Ｆave 3-yr ABClimit 
 410 トン 

2005 年漁期後の

雌資源量は過去の

平均 520 トンを上

回る 
現状の成熟雌ガニ量を

維持して資源の維持を

図る。 
予防的措置をとる。 

0.7Ｆave 3-yr ABCtarget 
 280 トン 

 

 
参考値 

管理の考え方 管理基準 2005 年漁獲量 評   価 
近年の漁獲量を維持する Cave 3-yr 180 トン  
過去 8 年の漁獲量の平均 Cave 8-yr 200 トン  
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漁獲量・資源量 
年 資源量（百トン） 漁獲量（トン） 漁獲割合 Ｆ値 

2002 19 149 8.0％ 0.09 
2003 19 280 11.6％ 0.17 
2004 24    

2002 年、2003 年の資源量は各年 10 月のトロール調査結果から得られた値で、漁獲対象資源量。 
2004 年資源量は 2003 年資源量からの予測値で 100 トン未満を四捨五入した値。漁獲量は漁期年（12 月
～翌年３月）で集計。 
 

 
水準：中位  動向：横ばい 
 
１．まえがき 
太平洋北部（北海道を除く）では、ズワイガニは主に沖合底びき網漁業（以下沖底と称

する）により漁獲されている。1995 年以降の漁獲量は 102～354 トンで、日本海やオホー

ツク海に較べて少ないが、福島県では重要な資源の１つであり、太平洋北部海域（北海道

を除く）で漁獲されるズワイガニの 80％程度を占める。そのため、稚ガニが多数生息する

場所での操業の自粛や、１隻１航海あた

り水揚量の制限、操業期間の短縮などの

自主規制処置を漁業者自らが講じている。 
  

２．生態 
（１）分布・回遊 

太平洋北部海域においては、青森県～

茨城県沖合の水深 150～750m に分布す

ることが確認されており、宮城～福島県

沖で分布密度が高い（北川ほか 1997
ａ； 1997b、北川 2000、服部ほか 

1998；1999）。 
漁獲可能なサイズ（オス：甲幅 80mm

以上、雌：甲幅 70mm 以上）は水深 400

 指標 値 設定理由 
Bban 未設定   
Blimit 漁期後の雌資源

量 

2001 年水準（1996～
2003 年の最低値 300
トン） 

このレベルであれ
ば、漁期後の雌資源
量の変動幅に収ま
る。これより減少す
る傾向が 2年以上連
続する場合、何らか
の措置を講じる 

2003 年親魚量 
(漁期後の雌資源量) 

 550 トン  

図１．太平洋北部海域(北海道を除く)の 
ズワイガニの分布 
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年齢が不明であるので、年齢別成熟割合は算出できないが、2003 年 10 月のトロール調

査によって得られた甲幅サイズ別の成熟割合を図３に示した。 
雄では最終脱皮後の成熟個体が甲幅 40mm 台でも僅かにみられるが、50％以上が成熟す

るのは甲幅 70mm 以上で、甲幅 100mm 以上では殆どの個体が成熟している。 
雌では甲幅 40～50mm でも若干成熟個体が出現している。甲幅 55～70mm 間で成熟割

合が高くなり、60mm でほぼ半数が成熟し、75mm 以上は殆どが成熟個体である。 
②産卵場・生態 
・産卵期・産卵場：不明 
・寿命：不明 
・索餌期・索餌場：周年、水深 150～750ｍ 
なお、自然死亡係数（Ｍ）は最終脱皮前及び最終脱皮後１年以内は 0.35、最終脱皮後１年

以降は 0.20 とした。 
（４）被捕食関係 
・食性：東北海域での食性は不明であるが、日本海では底生生物を主体に、甲殻類、魚類、

イカ類、多毛類、貝類、棘皮動物など多様な食性であることが報告されている（尾形 1974）。 
・捕食者：未熟な小型個体はゲンゲ類、カレイ類、ヒトデなどに捕食される。 
（５）生活史・漁場形成（補足資料 沖合底びき網漁業の漁場及び生活史参照） 
沖底の主要漁場は宮城県南部～福島県沖の水深 200～500m に形成されている。 
太平洋北部海域における本種の生活史についての詳細は明らかではない。日本海との漁場

水深の違いなどから産卵水深、幼生の着底水深等に違いが有る可能性も考えられる。 
 
３．漁業の状況 
（１）漁業の概要 

太平洋北部海域（北海道沖を除く）では、福島県を主体に青森～茨城県において主とし

て沖底により漁獲されている。福島県では 1975～1980 年ごろからズワイガニを漁獲する

ようになり、太平洋北部における漁獲の大半は福島県船によるものである(表１)。 
1996 年に省令に基づき規制が導入され、操業期間は 12 月 10 日から翌年 3 月 31 日、雄

では甲幅８ｃｍ未満、雌では外仔を持たない未成熟ガニの漁獲は周年禁止されている。規

制の導入と併せて TAC 対象種となった。 
（２）漁獲量の推移 

統計が十分に整備されていないため、1992 年以降の漁獲量しか把握されていない。 
1992 年に約 80 トンであった漁獲量（各県の水揚げ量調査による数値）は 1995 年に最

高の 350 トンに増加した。その後 1997 年までの漁獲量は、ほぼ 300 トンあったが、2000
年には 107 トンまで減少している。2001 年は 120 トン、2002 年は 149 トンと若干増加し

た(図４)。 
2003 年は日立沖に好漁場が形成されたことから、福島県の漁獲量は 2002 年の 140 トン

から 180 トンへ増加した。また、これまで積極的に漁獲していなかった茨城県漁船もズワ

イガニ対象の操業を行ったことから沖底・小底合わせて 90 トンの漁獲があった。これら

により 2003 年の漁獲量は 280 トンと大きく増加した(図４、表１)。 
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本種を漁獲する主要漁業である沖合底びき網漁業（オッタートロール）の漁期（12～3
月）中のデータによる CPUE（kg／網）の経年変化を図５に示した。 

CPUE は 1996～1999 年の 50～53kg／網から 2000 年には 37kg／網に減少した。その

後 2001～2003 年（暫定値）は 35～40kg／網前後で安定している。 
（３）漁獲物の甲幅組成 

年齢が推定できないため漁獲物の年齢組成は明らかではない。調査船調査結果から甲幅

別資源尾数の経年変化を雌雄別に示した（図６）。 
雄の甲幅の範囲は 15～130mm で、年による大きな差は見られない。しかし、1996 年

は 35mm と 65mm および 85mm モードの 3 峰型、1997 年のモードは 60mm、1998 年は

35mm がモードであるなどモードや主体となる体長範囲が年によって異なっている。 
雌はどの年においても甲幅 55～85mm のものが中心で 75mm 前後がモードである。ま

た、雌雄とも 40mm 前後の個体数は 1996、1998 年、2001 年が多かったが、そのほかの

年は極端に少ない。このことからこの海域のズワイガ二の加入は不安定である可能性も考

えられる。 
（４）資源量の推移 

2003 年 10 月における資源量は全体で 27,881 千尾（CV：雄 0.22、雌 0.23）、3,210 ト

ン（CV：雄 0.22、雌 0.29）であった。そのうち漁獲対象となる成熟雌ガニと甲幅 80mm
以上の雄ガニを合わせた漁獲対象資源量は 9,758 千尾、1,893 トンで、2002 年とほぼ同じ

値となった。 
1996 年以降の漁獲対象資源量は 1,200～3,000 トンで変動している(表２)。 

（５）資源水準・動向 
面積－密度法によって推定した漁獲対象資源量は 1,200～3,000 トンで変動しているが、

1996 年以降の全体傾向としてはほぼ横ばい状態で（図７、表 2）、最近の沖底の CPUE も

安定している(図 5)ことから水準は中位で動向は横ばいと判断された。 

図５．オッタートロールによるズワイガニの CPUE（kg／網） 
の経年変化（12～3 月） 
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５．資源管理の方策 
（１）再生産関係年齢が不明であること、産卵親ガニの量と加入量を検討するためのデー

タ年数が不足していることなどから再生産関係については不明である。 
（２）今後の加入量の見積り 
表 3 に各年の資源量調査から得られた加入前の資源尾数を、表４に前年の 60-80mm の

資源尾数から推定した加入量を示した。 

2004 年に加入すると考えられる 2003 年の甲幅 60～80mm の雄資源尾数は 4,489 千尾

と 1996～2003 年では 2 番目の値で、2005 年に加入すると考えられる 2003 年の甲幅 40
～60mm の雄資源尾数は 5,331 千尾と過去最高となっている（表３）。これらの値から推

定した 2004 年、2005 年の雄の加入量はそれぞれ 3,164 千尾、5,448 千尾と多く、2005
年までの雄の加入状況は良好であると予想される。雌では、2004 年加入予定の資源尾数は

1,903 千尾と 2003 年加入予定（2002 年の 60-80mm、5,648 千尾）の 3 分の 1 に減少した。

表３．甲幅 80mm 未満の未成熟個体の資源尾数（千尾） 

2004 年の 60-80mm の個体数は 2003 年の 40-60mm の個体数からの推定値 

甲幅 性別 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

40-60mm 雄 2,175 1,602 1,525 2,401 621 3,425 3,043 5,331

雌 2,612 2,197 1,238 1,835 473 2,839 1,943 3,248

60-80mm 雄 4,406 3,050 1,126 3,538 2,143 640 5,071 4,489 7,732

雌 1,129 1,998 802 1,944 1,281 263 5,648 1,903 3,402

性別 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
雄 3,105 2,149 794 2,493 1,510 451 3,573 3,164 5,448
雌 795 1,408 565 1,370 903 186 3,980 1,341 2,397

表４．加入量の推定値 

※1995 年は雌雄合計の値のみ 

表２．面積密度法によって推定されたズワイガ二の資源尾数・重量 
ズワイガニ全体 全域

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
尾数 雄 14,219 8,094 8,083 10,223 9,967 8,212 13,575 15,196 千尾

雌 10,231 8,675 9,645 12,416 6,034 6,780 14,311 12,685
重量 雄 2,024 1,134 1,112 1,579 2,460 964 1,928 1,931 トン

雌 948 903 1,059 1,554 749 572 1,491 1,280
尾数計 15,434 24,449 16,768 17,728 22,639 16,001 14,992 27,886 27,881 千尾
重量計 2,111 2,972 2,038 2,171 3,133 3,210 1,536 3,419 3,210 トン

漁獲対象資源（甲幅80ｍｍ以上の雄および成熟雌ガニ）
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

尾数 雄 - 4,986 2,641 2,434 3,455 6,384 2,355 3,084 3,226 千尾
雌 - 4,662 3,626 6,111 8,174 4,201 2,819 6,198 6,532

重量 雄 - 1,470 900 845 1,033 2,303 730 1,017 1,025 トン
雌 - 753 547 958 1234 632 447 871 864

尾数計 - 9,648 6,267 8,545 11,629 10,586 5,174 9,283 9,758 千尾
重量計 - 2,223 1,447 1,803 2,267 2,935 1,177 1,888 1,889 トン
漁獲量 354 283 302 148 200 107 120 149 280 トン
漁獲割合 - 12.7 20.9 8.2 8.8 3.6 10.2 7.9 14.8 ％
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管理の考え方 管理基準 2005 年漁獲量 評価 
近年の漁獲量を維持する Cave 3-yr 180 トン  
過去 8 年の漁獲量の平均 Cave 8-yr 200 トン  

 
（４）ABC の再評価 

2003 年（再評価）では、2002 年の漁獲量および資源量数値を、2003 年（再々評価）に

ついては、2003 年の資源量推定値を用いて動向予測を行った。また 2004 年再評価につい

ては 2003 年の漁獲量および資源量数値を用いて計算を行った。 
2003 年（当初）では再生産を考慮して現状程度の雌ガニ資源量を維持し、資源全体を現

状より減少させないことを管理目標、管理基準を現状の漁獲の維持として 2001 年の F 値

を用いて推定した 2003 年の漁獲量を ABC とした。 
2003 再評価においては、2003 年当初と同じ管理目標により、維持すべき雌ガニ資源量

の下限を 1996～2002 年における漁期後の雌ガニ資源量の平均値（520 トン）とした。2003
年以降の F を変化させ、漁期後の資源重量の動向を見た結果、2003 年の漁獲量を 200 ト

ンとし、以降同じF値で漁獲を行うと仮定すると、漁期後の雌ガニ資源量は 520トン程度、

雌雄合計の資源量は 2,600 トンでそれぞれ安定する。 
以上より 2003 年（再評価）の ABClimit を 200 トン、2003 年以降の動向予測において

加入量および F を一定としていることから安全を見込んでα＝0.7 とした。 
2003 年再々評価、2004 年再評価では、それぞれ過去 3 年（2001～2003 年）の平均の F

を管理基準として推定した当該年の漁獲量を ABClimit とした。 

 

７．ABC 以外の管理方策への提言 
甲幅８cm 未満の雄ガニと腹節の内側に卵を有しない雌ガニの採捕の周年禁止等、規制

を徹底するとともに漁期（12 月 10 日～翌 3 月 31 日）以外の混獲を避けることが必要で

ある。また、ズワイガニの再生産に重要である雌ガニの保護策について検討する必要があ

る。特に、雌雄別の漁獲重量はほぼ等しいか雌が多い傾向があり、漁獲対象の雌雄の体重

差から、個体数レベルではメスは雄の 3 倍以上漁獲されていると推測される(補足資料 2)。
今後、雌雄別の漁獲状況や資源状況に応じた雌雄別の ABC および TAC の算定を検討する

べきである。 
 
 

８．引用文献 
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2003 年（再々評価） Fave 3-yr  200 トン 140 トン 280 ♀資源の現状維持 

2004 年（当 初） Fsim  220 トン 150 トン  ♀資源の現状維持 

2004 年（再評価） Fave 3-yr  260 トン 130 トン  ♀資源の現状維持 
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補足資料３ 
2005 年以降の動向 

参考として、2006 年以降の加入量を過去の平均値として試算した 5 年後までの予測漁

獲量及び各年漁期後の成熟雌の予測資源量を下表に示した。計算に際し、2004 年の漁獲量

を 2004 年の TAC（212 トン）と同じと仮定した。 
2004 年 ABC 当初の Flimit （0.07）及び Ftarget（0.05）おなじ F では漁獲量はそれ

ぞれ約 250 トンと 190 トンで安定し、雌資源量も基準値とした過去の平均値 520 トン以上

となる。F を高めると漁獲量は多くなるが、雌の資源量の減少が大きくなる。 
この動向予測では、再生産関係が考慮されおらず、残存する産卵親ガ二の量に関係なく

毎年一定の加入があるので、獲り残しによる資源の増加や乱獲による資源の減耗が示され

ない。 
 
 

資源量及び漁獲量と F の関係 

漁獲量（トン） 成熟雌資源量（トン） 

F 基準値 2005 2006 2007 2008 2009 2005 2006 2007 2008 2009

0  0 0 0 0 0 644 649 652 655  657 

0.05 Fsim(注 1) 179  195  191 191 191 613 593 577 565  556 

0.07 Fsim(注 2) 246  265  255 253 252 601 573 551 534  521 

0.12 Fave 3-yr 413  427  400 388 379 572 524 489 463  444 

0.17 F2003 569  565  515 490 472 545 480 435 404  383 

0.25 F1997(注 3） 806  751  656 607 575 504 417 362 327  304 

注 1：2004 年 ABC（当初）の Flimit 
注 2：2004 年 ABC（当初）の Ftarget 
注 3：1996～2003 年の F の最高値 
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